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4月1日(水)、トヨタ東日本学園講堂にて、2026年度 入学式を行いました。労働組合より組合役員の新貝委員長、牧野副委員長、赤堀書記長に
ご参列いただきました。当社参列者の石川社長、濱口取締役、根岸取締役、幼方取締役、笹津学園長に見守られ、
第14期生20名（新入社員16名・トヨタ自動車北海道株式会社から出向者 2名/株式会社デジアイズから１名/大橋鉄工秋田株式会社から１名）が
学園生として新しい生活をスタートしました。

宮城県栗原市の若柳地織・織元・千葉孝機業場を訪問して、現在も現役で
稼働している豊田Ｙ式自動織機の機構やからくり、100年前の先人の知恵や
工夫を学んできました。

笹津学園長より、代表して辞令を受ける E ・ I 石川社長に誓いの言葉を述べた A ・ S

６日間 、すべてが貴重な体験となり、より一層、自動車が好きになり、興味を持つことができました。

◆ 1日（水） 2026年度 トヨタ東日本学園 入学式

◆ 15～22日（6日間） 自動車構造実習（花壇自動車大学校）

◆ 27日（月） 若柳地織見学 ：千葉孝機業場を訪問

トヨタ東日本学園講堂

先輩として激励の言葉を述べた大衡工場 工務部 設備課 R ・ K

花壇自動車大学校で自動車構造実習が行われ、エンジン、マニュアルトランス、アクスル、ディファレンシャル等の分解、組み付けを通じて、
自動車のしくみを学びました。

現物で自動車の構造を学べるのでとても理解が深まります。
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実際の教育現場を気にかけてくださり、笹津学園長が実習の視察に来てくれました。
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1４期生、みんなで何事にも全力で取り組みます！
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“宮城県志津川自然の家”で３日間の合宿研修を行いました。天気には恵まれましたが気温は低く、風も強く吹いて肌寒い時間帯もありました。
本年度も施設は貸し切りで感染防止対策を徹底しながら「安全・健康第一」で訓練を実施し、体調不良となることもなく、 参加した全員がこの
「合宿研修」で挨拶、身だしなみ、時間厳守など社会人としての基本的態度を身に付けようと仲間と連携しながら全力で取り組みました。
最終日の規律訓練 成果報告では、指導員と学園生が信頼関係を結んだ全力の姿と全力の気持ちを水野事務長へ表しました。

■ E・I

日直指揮を経験することで入学前より
成長することが出来ました。
みんなの動きを揃える為の指揮など
これからも経験していきたいです。

◆ ７日(火） ８日（水） ９日（木） 合宿研修 （宮城県志津川自然の家）

新任指導員紹介

７年間の現場経験を活かした指導が
できればと思っています。
毎日がチャレンジで大変ですが、
とても充実しています。
14期生と共に私自身も成長します！

7期卒 Y ・ Yさん

イベント特別号

最終日は顔つきが変わり、学園生として自覚を持つことができました。

ランニングして気分をリフレッシュ！
１日の訓練を終えます。

緊張から解放されてリラックスすることも大事な時間です。
みんなと仲良く、励まし合って乗り越えました。

伊達政宗公が再建した瑞巌寺の守護神を祀る日吉山王神社にて、春を呼ぶ神輿渡御例大祭が行われました。昨年から製造革新部の品田さんから

神輿の担ぎ手が欲しい、松島町を盛り上げる為に学園生が協力してみてはどうか？という御縁から参加させてもらっています。

宮造り八角で黒漆塗の神輿は重さ１トンもあり、神輿が町内を練り歩く様は勇壮そのものです！とても貴重な体験となりました。

◆ 19日（日） 日吉山王神社 神輿渡御例大祭 神輿担ぎ

■ T・A

神輿を担ぐのは初めてでした。
とても貴重な体験となりました。
お祭りを通して地元の方々と交流
することができて良かったです。

■ Y・M

仲間の手本となるように全力で声を
出して取り組みました。
本番では上手くいきましたが、
これからも向上心を持ち続けて
何事にも全力で取り組みます！
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